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今年で合併２０周年の節目を迎えるむかわ町は、
南部は太平洋に面し、北部は山々に囲まれ、

全国でも屈指の清流度を誇る一級河川「鵡川」が南北を流れる、
「海・山・川」と多彩な自然環境に恵まれたまちです。

特産の「鵡川ししゃも」や「ほべつメロン」は地域団体商標登録の認定受け、近年では

国内最大の恐竜全身骨格化石「カムイサウルス・ジャポニクス（通称：むかわ竜）」
を活かした、まちづくりを進めています。

１．むかわ町の紹介 ～ 人と自然が輝く清流と健康のまち ～

【人口】7,238人（2025年5月末時点）
【面積】711.36㎢
【アクセス】札幌市から車で90分

新千歳空港、ﾌｪﾘｰﾀｰﾐﾅﾙ（苫小牧市）
から車で40分

▼ 鵡川ししゃも ▼ ほべつメロン
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２．恐竜化石を活かしたまちづくりの推進

恐竜など化石の持つ価値に着目し、「恐竜化石を活かしたまちづくり」を推進するため
平成27年12月に「むかわ町恐竜ワールド構想」を策定し、

平成29年２月には「むかわ町恐竜ワールド構想推進計画」を策定しました。

▼ カムイサウルス・ジャポニクス（通称：むかわ竜）の全身復元骨格

頭部を含む全身の約７割が発見され、

2019年には新属新種と認められた。

国内最大・最高の恐竜全身骨格化石！
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３．北海道胆振東部地震の発生

▼ 被災した商店街の様子（穂別地区） ▼ 被災した穂別博物館（事務室）の様子

開館から41年が経過していた穂別博物館のリニューアル構想として平成30年３月に
「博物館周辺エリア再整備基本計画」を策定しましたが、

平成30年９月に「北海道胆振東部地震」が発生し、穂別地区は最大震度６強 を観測。
甚大な被害からの復旧・復興が最優先事項となり、予定していた新博物館建設事業が一時延期に・・・
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震災による住居倒壊や生業の喪失などにより人口流出が進み、過疎化や地域経済の縮小が加速化。

奇跡的に震災の被害を受けなかった「カムイサウルス・ジャポニクス」を復興のシンボルとして、
社会課題や地域課題を解決できるような「新たな形の博物館」の整備を行い、

穂別市街地エリアの賑わいを取り戻し、住み続けられる持続可能なまちづくりを目指します。

新博物館の展示室イメージ

恐竜化石の魅力を最大限に発揮するため、展示スペース
は間仕切りを設置しない大空間を確保。大きな恐竜化石の
全体を様々な角度から見ることができます。

カムイサウルス・ジャポニクスの実物化石はガラス張り
の床下に配置し、その奥には全身骨格レプリカを展示。
隣には同じ時代に生息していたティラノサウルスの全身

骨格を展示。

将来に向けて、「発展し続ける博物館」として、未来へ
の可能性を持たせた可変的なものとなっています。

４．復旧から創造的復興・創生へ ①
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新たに建設する博物館に「樹海温泉ほべつ」を併設 することで互いの施設の相乗効果が期待でき、

市街地には「穂別まちなか交流拠点施設」を建設することで

市街地・商店街への人の環流効果により市街地全体に賑わいと人とのつながりの場を創出します。

また、現在、鵡川地区で進める「復興拠点施設等整備事業Ⅱ（ニ）」とも連携し、
両地区でのまちなか再生・賑わい創出へとつなげていきます。

▼ 施設の全体のイメージ ▼ 樹海温泉ほべつ

４．復旧から創造的復興・創生へ ②

博物館

樹海温泉ほべつ

▼ 穂別まちなか交流拠点施設

樹海温泉ほべつ内には
地元の食材を使用した料
理を提供する「ふるさと
レストラン白亜」を併設 ５



５．企業版ふるさと納税のメリット

法人関係税の税額控除のほか、

デザインプレートを作成し、寄附企業様のお名前を新博物館入口に掲示

地域貢献、社会貢献活動に取り組む企業様をＰＲ

・ 感謝状の贈呈

・ ご寄附の内容を町ホームページや広報誌等で広く周知

企業様からのご提案に対して意見交換を実施させていただき、官民連携の取組を推進

【お問い合わせ先】

むかわ町総合政策課 企画政策グループ
TEL：0145-42-2469（直通）
FAX：0145-42-2711
E-mail：seisaku@town.mukawa.lg.jp
むかわ町HP：http://www.town.mukawa.lg.jp/ ６

むかわ町恐竜PR
キャラクター

「恐竜ホリたん」
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